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中国 e全国運動会小史

笹 島 桓 輔
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6. むすび

1.は じ め

中国語の運動会は日本語の競技会に当る言葉であるので全国運動会とは全国競技会のことで

あるが，本論においては中国語の全国運動会で論述してゆく。

中華人民共和国においては1983年9月16日'"'-'30日に上海において第5回全国運動会が開催さ

れる。全国運動会は日本の国民体育大会のような競技会で，選手の出場単位は省，特別市(省

と同格の市)， 自治区(少数民族の居住地区)，解放軍となっており，第1回は1959年に開催され，

4年に 1回開催すると定められている。

全国運動会は中華人民共和国成立後に行なわれるようになった競技会ではなく，その前身に

当る第1回の全国的競技会の開催されたのは清朝末期の宣統2年(1910年〉であり， 中華民国

になると競技会の名称も全国運動会となり，中華民国時代には1914年を最初に1948年まで6回

開催されている。

中華人民共和国では1959年を第1回として1983年までに5回の開催となっている。

1910年から1983年までの73年間に12回の開催に留まっているのは，国内の政情不安や戦乱等

のためである。

* 慶麿義塾大学体育研究所教授
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中国・全国運動会小史

本論文はこの全国運動会の経緯について述べ，その中国スポーツ界への功績について言及す

るものである。

2. 清朝時代

中国の開国は日本より早く清の道光22年(1842年〉であり， 開国後， 多くの西欧人が中国に

来住し，中国人に西欧のスポーツを紹介した。

清の光緒30年(1904年〉に米国Y.M.C.A. は M.J.Exnorを中国に派遣し上海に Y.M.

C. A.の体育部を設立した。

宣統2年(1910年〉に南京で南洋勧業博覧会の開催されるのを利用して Exnorは「全国学校

区分隊第一次体育同盟会」を開催した。この大会は中華民国成立後に第1回全国運動会として

追認された。

この競技会は，宣統2年9月16月'"'-'20日(当時の中国は太陰暦を使用していたので，太陽暦の10月

18日"'22日〉に開催された。全国高等組分区競技，全国中等学校組分区競技，学校聯合競技の

三つに分けて実施され，前二者は地区対抗の形式で行なわれた。

地区対抗は，華北，華南，武漢，呉寧(蘇州，南京)，上海の5地区に分れ，華北は青，華南

は紫，武漢は黄，呉寧は藍，上海は赤の色別を使用した。

参加人員は 140人で，華北20人，華南28人，武漢21人，呉寧31人，上海40人となっていた。

また，学校聯合の参加校は上海の聖約翰大学と南洋公学〈後の交通大学)，天津の青年会日校，

工業専門学校と軍医学校，通州(河北省)の協和書院(後の北京協和大学)，武昌の文華大学であ

っ7こ。

競技種目は陸上競技，サッカー，庭球，パスケットボールの 4種目であり，陸上競技におい

ては，高等組と学校聯合が100腐， 220腐， 440鵡， 880鶴， 120碍障害，走高跳，走幅跳，棒高

跳，砲丸投(12鶴)，ハンマー投 (12務)， 880鶴リレーであり，中等組は， 50腐， 100腐， 150碍，

440~馬，走高跳，走幅跳，砲丸投 (8 務)， 880鵡リレーであった。陸上競技においては 1位 5

点， 2位3点， 3位1点の得点法により優勝を決定した。

競技結果は，

陸上競技

全国高等組-1位上海52点， 2位華北15点， 3位華南13点， 4位呉寧12点， 5位武漢7点。

全国中等組-1位華北39点， 2位華南24点， 3位上海6点， 4位呉寧3点， 5位武漢O点。

学校聯合一1位聖約翰大学37点， 2位南洋公学34点， 3位天津青年会10点， 4位武昌文華大

学9点， 5位天津工業専門学校6点， 6位協和書院3点。
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他の競技は地区対抗

サッカ一一優勝華南

バスケットボールー優勝華北

庭球一日没のため準決勝，決勝は実施不能となったが，審判員は準決勝出場の 4人が全員聖

約翰大学の学生であったので，後日学内で結着をつけるとし、う判定を下した。

大会には華西地区からは参加しておらず，また，地区割りも沿海の大都市中心の区割りであ

った。大会の役員，審判も総て外国人であり，文書もほとんど英文であった。

大会の組織も競技規則も未整備であり，陸上競技の各組の出場者の資格についても制限がな

かったので，高等組に出場した者が中等組，学校聯合にも出場していた。

注 (1) 呉文忠著「中園近百年韓育史J(民国56年"-'1967年)，台湾商務印書館， 33"-'38頁。

(2) 成都体育学院体育史研究室編著「中国近代体育史簡編J(1981年)，人民体育出版社， 47頁。

3. 中華民国時代

宣統3年(1911年〉の辛亥革命によって清朝は倒れ， 1912年に中華民国が成立した。中華民

国は成立したというものの未だ国内は統一されず，政権を掌握した北洋軍閥の衰世凱に反対す

る第2革命，第3革命と続き，案の死後段棋瑞の安徽派が勢力を得，ついで呉侃苧のもとに集

結した直隷派が政権を掌握し，次に張作震の奉天派が優勢となり，めまぐるしい軍閥の戦争を

繰り返していた。また，民国12年(1923年〉には国民党は広東政府を樹立して北の軍閥の北京

政府と対立していた。

国民党は民国14年(1925年〉に北伐を開始し上海・南京をまたたくまに占領し，北伐軍の将

蒋介石は上海クーデターを断行し共産党を弾圧し南京政府を樹立した。南京政府は広東から武

漢は移った武漢政府と対立したが，武漢政府もまもなく共産党と訣別して南京政府に合流し

。
た

国民政府は北伐を再開したが，民国17年(1928年〉に張作震の死によって中国全土は国民党

の支配下に入った。

民国20年(1931年〉の満州事変以後日本の中国進出は激しくなり，民国26年(1937年〉には日

中戦争が起こり，太平洋戦争へと発展していった。太平洋戦争は民国34年(1945年〉に日本の

敗北で終了したが，日本の占領地をめぐって国民党と共産党の対立が激しくなった。米国の調

停によって国共停戦がなったが，国民党の施政方針を共産党は不満として民国36年(1947年〉

1月に国共の内戦となったo 国民党軍は始めは優勢であったが，民国36年の夏ごろからこれが
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逆となり，次第に各地を共産党軍に占領され，民国38年(1949年)12月に国民政府は台湾に移

転した。

中華民国の統治した37年間は一時小康を保った時期があったとはいうものの政情の不安と戦

乱が続いたために全国運動会は6回しか開催されなかった。

国民政府教育部は民国24年(1935年)3月11日に「全閣運動大舎皐行競法」を公布して開催

についての規定を定めたが，その規定通りに実施することは不可能であった。

「全園運動大曾皐行排法」は，

1.国民体育を提唱するという主旨のため2年毎に全国運動大会を首都と各省市の適当な地と

交互に挙行する(第5回主都，第6回各省市，第7回主都，第8回各省市〉。

2.大会の開催地は首都以外では交通が便利で体育施設の完備している省市をかわるがわる選

定する。首都での大会の終了時には次回の開催地を決定する。

3.各回の大会は秋に挙行する。

4.各回の大会の組織規定は22年は首都で挙行した第5回大会の各項の規定を基本として，各

回の開催地の状況により教育部が準備し開始前に制定して公布する。

5.大会の必要経費は中央と地方が分担することを原則とする。首都で開催の時にはその経費

は教育部を経由して政府に請求して国庫から支出する。省市で開催する時の経費は地方政府

が負担するが，特殊の事情のある時には教育部に要請して政府から補助をしてもらう。

6.大会の準備委員会を首都に設ける時は教育部の中に置き，各省市に設ける時には省市の教

育行政機関内に置く。

7・本緋法は教育部より行政院に願い出て批准し施行すも。

というものであったが，同法の公布された民国24年(1935年〉に第6回全国運動会が上海で開

催され，規定に従えば民国26年(1937年〉秋に首都の南京で開催される筈であったが，周年 7

月に日中戦争が起こったために実施出来なくなった。そのため， r全園運動大曾奉行緋法」は

公布されはしたものの実際には空文であった。

中華民国は清の宣統2年(1910年〉に開催された「全国学校区分隊第一次体育同盟会」を「第

一回全国運動会」として追認し，中華民国成立後の第1回の大会を第2回全国運動会としも。

第2回全国運動会

第2回全国運動会は民国3年(1914年)5月21月'"'-'22日に北京の天壇で挙行された。第2回

大会の主催者は北京体育協進会となっていたが，実際の責任者は北京Y.M.C.A.幹事の米人

A.N・H時 landであつら。

競技は全国を東，西，南，北の 4地区対抗として行ない，東部は黄，西部は赤，南部は緑，

北部は自の色別を使用した。

~4-



中国・全国運動会小史

競技種目には新たにパレーボールと野球が加えられ，陸上競技，サッカー，バスケットボー

ル，庭球，バレーボール，野球の6種目となった。

得点方法は陸上競技の10種競技と 5種競技は1位5点， 2位3点， 3位1点とし，他の種目

は1位3点， 2位2点， 3位1点とした。球技については，サッカー，バスケットボール，バ

レーボール，野球の4種目は1位のみ5点，庭球は単，複とも 1位3点， 2位2点となってい

た。

競技結果は，

陸上競技-1位華北71点， 2位華東24点， 3位華西12点。

球技優勝一サッカ一一華東，野球一華北，バスケットボールー華北，パレーボールー華北，

庭球一単華南，複華北。

得点合計-1位華北91点， 2位華東29点， 3位華西12点， 4位華南5点。

第2回全国運動会の参加者数は明らかではないが，陸上競技の参加者は96人で、あった。今回

も陸上競技はヤード，ポンド制で、実施された。また，主要な競技役員，審判等は総て外国人で、

あり，競技会の開催要項，プログラム等も英文であった白

第3回全国運動会

第3回全国運動会は第2回大会の10年後の民国13年(1924年)5月22月，.，__，24日に湖北省の武

昌で開催された。水泳と野球の審判に外国人が入っていたが，その他の競技の競技役員，審判

員は総て中国人となり，大会会長は熊乗三，審判長は張伯苓であった。

競技は華東，華北，華南，華中の 4地区対抗の形式で行なわれ，陸上競技はヤード，ポンド

からメートル制に変更となった。

競技種目に新たに水泳が加わり，エキジピションとして女子の球技，国術(武術)，器械体操

が行なわれた。

参加人員はバスケットボールに出場したフィリピンの華僑を含めて340余人であった。

競技結果は，

陸上競技一地区対抗， 1位華北113点， 2位華東108点， 3位華中28点。省別得点， 1位江蘇

省く華東)101点， 2位河北省(華北)83点5，3位湖南省(華中)22点， 4位山東省(華北〉

21，点5。

水泳-1位華中42点， 2位華南27点， 3位華東8点。省別得点1位湖南省(華中)39点， 2 

位広東省(華南)21点， 3位江蘇省〈華東)8点。

球技優勝一サッカ一一華東 (4チーム参加)，野球ー華東 (2チーム参加)，バスケットボールー

華北 (6チーム参加)，パレーボールー華南 (4チーム参加)，庭球一地区不明。

総合成績-1位華北， 2位華東， 3位華中， 4位華南。
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となっていた。

華南は参加者も少なく出場種目もバスケットボール，バレーボール，陸上競技，水泳のみで

あった。

第2回，第3回全国運動会において華北が優秀な成績を収めていたのは，華北が中華民国成

立後から北伐完成まで、の聞に北京政府の統治下に在り，他地区に比較して政情が安定してい

た。そのために民国2年(1913年〉から第3回全国運動会の開催された民国 13年(1924年〉ま

で毎年華北運動会を開催しており，その結果によって選手を選考していたためであろう。華北

運動会の競技種目は第1回は陸上競技のみであったが，第2回からは陸上競技，バスケットボ

ール，バレーボール，サッカー，野球，庭球となっており，全国運動会の競技種目のうち水泳

が含まれていないだけであった。第3回全国運動会において華北は水泳以外は上位入賞してい

るのも華北運動会を実施していたためであろう。また，第3回の野球出場の2チームは華東と

華北である。

その他の地区が全国運動会の出場選手を選考する地区の大会を開催するようになったのは華

中が民国12年(1923年〉であり，華東，華南で地区の競技会を開催するようになったのは，国

民政府により中国が統一された民国17年(1928年〉以降である。
ω 

第4回全国運動会

第4回全国運動会は民国19年(1930年)4月1日'""10日に新江省杭州で開催された。この第

4回全国運動会は民国15年(1926年〉に広東省広州で開催を予定していたが，国民党による中
同

国統ーのための北伐が前年に広州から始まったとし、う政治情勢のために中止となり，国民党が

北伐を完成して中国を統一するまで延期されていたのである。

「全国運動大会総報告」によると，第4回全国運動会は雨天のために一日順延されて 4月11

日終了した。今回からは地区対抗ではなく，省，市(特別市ー省と同格の市，上海，天津，北平

<北京>等)， 特別区〈特別市と同様に扱われている地区)，華僑団体を参加単位とした。 第4回に

参加したのは14省， 5特別市， 1特別区，香港，神戸華僑の22単位であった。

男子の種目は前回と同様であったが，今回から女子の陸上競技，バスケットボール，バレー

ボール，庭球が新たに競技種目となった。参加人員は男子1，163人，女子464人の計1，627人であ

り，男子のみの参加は北特区，緩遠省，山東省，香港と神戸華僑であり，参加人員の多かった

のは上海198人(男子141人，女子57人)，江西省157人(男子105人，女子52人)，湖南省152人(男子

115人，女子37人〉であり， 100人以上参加したのは新江省，遼寧省，湖北省， 南京であり， 参

加人員の少なかったのは北特区9人，四川省10人(男子9人，女子1人)，神戸華僑10人，緩遠省

12人，山東省14人であった。神戸華僑は男子パスケットボールのみの出場で、あった。
同

「全国運動会総報告」によれば球技は総てトーナメントによっており，組合せ抽畿は競技結
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果から見て順当と思われたが，男子パスケットボールの 1回戦で北平対湖南省戦が2-0であ

るのは組合せのいたずらと思われる。一方に天津対江西省は153-4であった。

総経費195，800元のうち新江省が10万，国民政府が3万，他は参加単位から支出されていた。
国

競技結果は，

種目優勝

男 子陸上競技ー遼寧省，水泳ー香港，サッカ一一上海 (10チーム参加)，バスケットボー

ル一天津 (16チーム参加)，バレーボール一広東省(14チーム参加)，庭球一広東省(13チーム参加)，

野球ー香港 (6チーム参加〉

女子陸上競技一広東省，パスケットボールー北平(15チーム参加)，バレーボールー上海

(14チーム参加)，庭球一天津(10チーム参加〉。

単位別得点

陸上競技男子 1位遼寧省49点， 2位上海45点， 3位広東省16点， 4位天津15点5，5位北

平15点， 6位江蘇省7点， 7位南京5点5，8位ハルピン特別区5点。福建省5点。

陸上競技女子 1位広東省20点， 2位ハルピン特別区17点， 3位北平9点5，4位湖北省9

点Ya. 5位遼寧省7点. 6位南京3点5. 7位湖南省3点Ya. 8位天津3点， 9位上海l点。

水 泳 1位香港58点. 2位遼寧省19点， 3位広東省12点， 4位上海6点， 5位湖南省2点。
舗

となっている。

各種目の優勝，得点上位の地方はほとんどが沿海の省，市または外国人の多く居住している

地方である。これらの地方には教会学校(ミッションスクール〉や外国人経営の中国人教育機関

も設けられていた。日本においても初期のスポーツは外国人によって指導されたものが多く，

また，初期には学生が主としてスポーツを行なっていたのであるが，中国においても同様であ

り，外国人の指導の下に学生が実施していたのであ言。

沿海の諸省はこれらの点からしてスポーツの先進地であるので上位入賞も当然の結果と言え

るであろう。また，遼寧省には日本の租借地の関東州があり，スポーツに熱を入れていた南満

州鉄道株式会社の所在地であったのである。

第5回全国運動会

第5回全国運動会は第4回大会終了時に民国20年(附年〉に南京で閲炉決定されていた

が，同年9月に満州事変が起こったために開催が不能となり，改めて国民政府は民国22年(19

33年)10月に開催と定めた。

第5回は民国22年(1933年)10月1日-----20日に南京で開催された。

競技種目は新たに男女の国術〈武術〉と女子の水泳， ソフトボールが加わり，陸上競技の採

点方法が， トラック，フィールド. 5種競技.10種競技と分れ，それぞれに優勝を決定するこ

-7-



中国・全国運動会小史

ととなった。

参加単位は22.省， 4特別市，香港，インドネシア華僑，フィリピン華僑の29で、ある。

「中園近代体育史簡編」によれば参加単位33，実際に到着したのは30単位とあり.r中園近
百年鑑育史J，r中園瞳育設展史」は共に参加単位を30としているが，参加単位一覧で、数えると

同

29にしかならない。或いは巴達維亜華僑とあるのが，ジャワ，スマトラの 2団体であったのか

も知れない。

参加22省のうちには日本の占領下に入った遼寧，吉林，黒龍江3省からの出場者もあった。、
凶

この 3省の出場者が日本の占領下にあった東北3省から出場したのか，あるいは3省以外に

居住している 3省出身者が出場したのかは不明で、ある。

参加人員は2，248人(男子1，542人，女子706人〉で，参加人員の多かったのは上海177人，江西

省 174人，広東省 163人，湖南省 152人，河北省，江蘇省 137人，四川省 126人，南京 121人

であった。

競技結果は，

陸上競技男子 トラック 1位上海25点， 2位北平13点， 3位河北省13点， 4位遼寧省11

点， 5位山西省7点， 6位山東省6点。

フィールド 1位上海30点， 2位北平26点， 3位江蘇省6点， 4位河北省6点， 5位南京5

点， 6位遼寧省3点。

10種競技， 5種競技 1位上海44点， 2位北平18点， 3位広東省14点， 4位南京8点， 5位

福建省4点。

陸上競技 女子 1位上海64点， 2位広東省36点， 3位山東省14点， 4位河南省7点， 5位

北平7点， 6位湖南省6点。

水泳男子 1位広東省44点， 2位香港18点， 3位遼寧省13点， 4位北平8点， 5位上海

5点， 6位福建省，河北省3点。

女子 1位香港45点， 2位広東省14点， 3位青島4点， 4位遼寧省 1点。

球技優勝 男子 サッカ一一上海(17チーム参加)，パスケットボールー上海 (23チーム参

加)，バレーボールー上海(15チーム参加)，庭球一上海(17チーム参加)，野球一広東 (7チーム参

加〉。

女子 ノミスケットボールー上海(17チーム参加)， バレーボールー上海(14チーム参加)， 庭球

一山西省(16チーム参加)， ソフトボール一広東省 (9チーム参加〉。

となっており，上海が総合優勝をしも。

第8回全国運動会

民国21年(1932年)10月10日に教育部より「園民瞳育費施方案Jが公布され， その第三推行
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方法〈五〉各種集会甲各種運動の(1)に， i全国運動会は2年に 1回挙行する。その実施方法は

教育部体育委員会がこれを決定する。」とある。
岡

この「園民瞳育寅施方案」に従って第6回全国運動会は民国24年 (1935年)10月に上海で開

催と決定された。

第6回大会は予定通りに民国24年10月10月'"'--'20日上海で開催された。第6回大会には新たに

エキジピションとして重量挙，競歩，ポロ，自転車，蒙古相撲，小型サッカーが加えられた。
同

参加単位は23省， 5市， 4特区，香港，華僑〈フィリピン，ジャワ，マレ一等)38単位であり，

日本占領下の 5単位からも参加者があり，参加人員は2，700名であった。

競技結果は，

陸上競技男子 トラック 1位上海51点， 2位遼寧省24点， 3位北平19点， 4位南京14

点， 5位広東省12点， 6位河北省10点。

フィールド 1位上海77点， 2位マレー華僑22点， 3位山西省17点， 4位遼寧省15点， 5位

広東省13点， 6位江蘇省10点。

全能(10種競技， 5種競技， • 400M， 1， 600Mリレー)1位遼寧省19点， 2位上海17点， 3位広東

省16点， 4位北平15点， 5位山西省7点， 6位マレー華僑4点。

陸上競技 女子 1位上海116点， 2位マレー華僑47点， 3位広東省30点， 4位福建省24点，

5位河南省10点， 6位青島8点。

水泳 男子 1位広東省57点， 2位香港50点， 3位マレー華僑30点， 4位上海12点， 5位広

西省11点， 6位福建省11点。

女子 1位広東省62点， 2位香港40点， 3位広西省15点， 4位南京3点。

球技 男子 サッカー(19チーム参加)1位香港， 2位マレー華僑， 3位広東省， 4位上海。

バスケットボール (24チーム参加)1位河北省， 2位南京， 3位上海， 4位北平。パレーボール

(15チーム参加)1位上海， 2位香港， 3位広東省， 4位マレー華僑。庭球 (20チーム参加)1位

上海， 2位ジャワ華僑， 3位四川省， 4位マレー華僑。野球 (5チーム参加)1位上海， 2位広

東， 3位北平， 4位河北省。

女子 バスケットボール(16チーム参加)1位上海， 2位広東省， 3位福建省， 4位江蘇省。

バレーボール (11チーム参加)1位上海， 2位広東省， 3位湖南省， 4位北平。庭球(12チーム

参加)1位山西省， 2位上海， 3位南京， 4位四川。ソフトボール (6:チーム参加)1位山東省，

2位広東省， 3位河北省， 4位上海。

国術 男子 1位河南省， 2位北平， 3位上海， 4位山東省， -5位青島， 6位南京。

女子 1位湖南省， 2位河南省， 3位上海， 4位青島， 5位南京， 6位前江省。

となっており，総合優勝は男女共に上海，総合2位は男女共に広東省が獲得した。
位司
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第7回全国運動会

第7回全国運動会は民国24年(1935年)3月11日公布の「全閣運動大曾奉行緋法」によって

第6回全国運動会終了時に民国26年(1937年〉秋に南京で開催と決定されていたが，民国26年

7月7日に日中戦争が始まり国土が戦場となったために中止されてしまった。戦線は拡大して

ゆき太平洋戦争へと発展していった。この様な状態であったので競技会の開催は不可能であっ

た。

第7回全国運動会は太平洋戦争が終結し(民国34年一1945年)，国民政府軍が共産党軍を軍事的

は圧倒していた民国37年(1948年)5月5月'"'-'16日に上海で開催された。

参加単位は32省， 12市， 9華僑団体，陸・海・空軍，聯勤，警察の 5単位計58単位となって
闘

いるが，中国の省は25であり32はない。東北3省(遼寧，吉林，黒龍江了を満州国時代に12省に

分割したのでそれによれば34省となる。

華僑は香港，マレー，インドネシア，フィリピン，ベトナム，タイ等である。

参加人員の詳細は不明であるが， 3，000余人といわれている。

競技種目も前固までとはかなり変更があった。男子は陸上競技，水泳，サッカヘバスケッ

トボーノレ，バレーボール，庭球単，複， ソフトボール，重量挙，ボクシング， レスリング，卓

球の12種目，女子は，陸上競技，水泳，パスケットボール，バレーボール，ソフトボール，庭

球単，複，卓球， レスリング〈女子にレスリングとは理解にくるしむのだが，どの資料にもあるので

実施したのであろう〉の 9種目であり，陸上競技はトラック，フィールドと分けていたのをーっ

とし，庭球を単，複に分け，野球と国術を種目からはずしてエキジピションとした。

エキジピションとしては野球，国術，アーチェリー，バドミントン，飛込，水球，競歩，器

械体操，小型サッカーが行なわれた。

今大会においては6チーム以上参加している球技はトーナメントによって準々決勝までを行

ない，準決勝出場チームでリーグ戦を行なうとし、う形式で、行なわれた。また， トーナメントで

敗れたチーム聞の勝者も決定した。

競技結果は，

陸上競技 男子 1位台湾省 155点5，2位空軍69点， 3位上海51点， 4位海軍45点， 5位

マレー華僑26点， 6位天津19点。

女子 1位青島47点， 2位河北省37点， 3位広東省33点， 4位台湾省31点， 5以福建省 26

点， 6位北平22点。

水泳 男子 1位香港， 2位マレー華僑， 3位フィリピン華僑， 4位インドネシア華僑。

女子 1位香港， 2位台湾省， 3位マレー華僑， 4位タイ華僑。

球技 男子 サッカー-1位警察，香港，広東省 (3者同率，上海失格のため4位無し〉。パス
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ケットボール-1位上海， 2位フィリピン華僑， 3位聯勤， 4位警察。パレ}ボ}ルー1位警

察，香港，広東省， 4位上海。庭球単一1位広東省， 2位警察， 3位香港， 4位警察。庭球複

-1位警察，香港 (2者同率)， 3位マレー華僑， インドネシア華僑。 ソフトボ}ルー1位台湾

省， 2位上海，広東省，警察。卓球-1位台湾省， 2位上海， 3位マレー華僑， 4位香港。

女子 バスケットボール-1位上海， 2位福建省，フィリピン華僑，インドネシア華僑。パ

レーボールー1位台湾省，湖南省，上海 (3者同率)， 4位広州。庭球単一1位広州， 2位イン

ドネシア華僑， 3位上海， 4位マレー華僑。庭球複-1位インドネシア華僑， 2位広州， 3位

マレー華僑， 4位上海。卓球-1位香港， 2位上海， 3位台湾省， 4位広東省。ソフトボール

ー1位広東省， 2位上海， 3位南京， 4位甘粛省。

重量挙 ライト級，ウエルター級， ミドノレ級， ミドルヘピイー級の I位は総てマレー華僑で

あり，ヘピ}級は警察であった。

ボクシングとレスリングは独特の階級制で試合を行なったので略する。
同

総合得点 男子 1位香港， 2位マレー華僑， 3位フィリピン華僑，インドネシア華僑。女

子1位香港， 2位台湾省， 3位マレー華僑， 4位タイ華僑。
酬

なっており，男女ともに台湾省の活躍が目立った。また，総合得点の 4位までに入ったとこ

ろはフィリピンを除けば戦争の被害の比較的少ない地域であった。
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中華人民共和国時代4. 

1945年8月日本の敗戦により太平洋戦争は終結したが，中国における日本の占領地域の接収

をめぐって国民党と共産党の聞に争いが起こった。国共の相却は米国の調停により一時小康を

得たが， 1947年1月以後両軍は本格的全面戦争に突入した。国民党軍は始めは優勢を示した

国民政府は1949年12月9日が， 1947年夏頃からこれが逆となり，各地を共産党軍に占領され，

に台湾省に移転した。その問1949年10月1日に北京に中華人民共和国が設立した。

国家建設に力を注ぎ始め中華人民共和国は国家成立の翌年の1950年から朝鮮戦争に関係し，

そのたのは朝鮮戦争が終結した以後で、ある。 1958年に毛沢東の主張した大躍進政策が失敗し，

上， 1959年から 3年続きの大凶作が起こり毛沢東の主張した三面紅旗(社会主義建設における総

路線・大躍進・人民公社化〉の失敗であった。

この凶作局面を収拾し，破局に瀕した経済情勢を好転させたのは劉少奇の立案した再調整政

この成功により劉少奇の党内における権力は増大していった。劉少奇の政策の効果であった。

策に毛沢東は反対し両派の問に激しい権力闘争が展開された。

1966年に始まった文化大革命は毛沢東派と劉少奇派の権力闘争である。 1966年4月頃には毛

沢東派の主流派が勝利を収めたようにみえたが，実際には劉少奇派の実権派が依然として権力

を握っており両派の問の闘争が続いていた。

1976年9月9日に毛沢東が死去し， 10月に文化大革命派の四人組(江青，張春橋，王洪文，挑

文化大革命によって失脚した人達も帰り咲き四つの近代化(農業・工業・軍文元〉が追放され，

事・科学技術〉が総ての面で推進されていった。

中華人民共和国における全国運動会は1958年6月21日に中華人民共和国体育運動委員会より

公布された「中華人民共和国体育運動競察制度(修訂草案)Jにより開催について定められてい

る。

「中華人民共和国体育運動競寮制度〈修訂草案)Jには全国運動会について，

各種競技会の区分

一.総合的運動会:若干の異った運動種目を含み規模が比較的大の運動会。
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第三条全国各種競技会の開催規定

四.総合的運動会:4年に1回開催する。総合的運動会に含まれている種目について

はその年の状況によって種目別の選手権大会と等級競技会〈運動員等級制度による同

じ級のものによって行う競技会〉を減少する場合もある。

第四条全国各種競技の参加単位の規定

一.総合的運動会:省，自治区(少数民族居住地域で省と同格)， 中央直轄市〈省と同格

の市)，解放軍を参加単位とする。
闘

と規定しており 4年に1回の開催と定めている。

中華人民共和国成立後の第1回全国運動会は1959年に開催された。 4年に1回開催と規定さ

れているので，第2回は1963年に開催されることになっていたが， 3年続きの凶作による経済

不安から第2回は1965年の開催となっている。 1966年に文化大革命が始まり政d情不安が続いた

ために第3回の開催は1975年まで延期された。第3回以後は政情も安定しているので規定通り

に第4回が1979年，第5回が1983年と 4年毎に開催されている。

第1回全国運動会

第1回全国運動会は1959年9月13日'"'-'10月3日に北京の工人体育場で、開催された。

参加単位は24省， 2市， 2自治区，解放軍の29単位であり，参加人員は10，658名で，競技種

目は42としているが， 42の競技種目は考えられない。例えば，ボートのフォアとエイトを別の

種目として数えたのではないかと思われる。

“China's Sports"に出ている第1回全国運動会の種目は，陸上競技，水泳，水球，飛込，バ

レーボール，バスケットボール，サッカー，ハンドボール，野球，ソフトボール，ポロ，庭

球，卓球，バドミントン，重量挙，体操，ボート，カヌー，射撃，アーチェリー，パラシュー

ト，オートパイ，馬術，無線通信，航空模型，航海模型，武術とあり，外にエキジピション 6

〈自転車，フェンシング，グレコローマンレスリング，フリースタイルレスリング， モーターボート，チ

ェス〉となっている。総計しでも33種目であるが，同書にはそれ以外にいくつかの海の国防種
同

日とあり，射撃もクレー， ピストルと内容により種目を別にしているので42となったので、あろ

う。

競技結果は「新体育J，rChina's SportsJに発表されているが， 球技以外は入賞者の氏名，

記録のみで所属が不明であるので所属の判明しているものについてのみ書くことにする。

バスケットボール 男子 1位四川省， 2位北京， 3位解放軍。女子 1位上海， 2位吉林

省， 3位河北省。

バレーボール一男子 1位上海， 2位解放軍， 3位湖北省。女子 1位解放軍， 2位上海。
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卓球一男子 1位上海。女子 1位北京。

バドミントン一男女共福建省，庭球一男女共上海，ハンドボール一男子解放軍，女子北京，

野球一上海， ソフトボールー北京，水球ー解放軍，ボートー解放軍，カヌー一黒竜江省，体操

ー解放軍となっており，大都市と軍が各種目に活躍をしている。
凶

第2回全国運動会

第2回全国運動会は1965年9月11日"-'28日に北京の工人体育場で開催された。参加単位は第

1回大会と同様に人民解放軍を含めて29であり，参加人員は5，922人〈内女子2，011人〉であり

競技種目は22種目となっていた。その内訳けは，サッカー，バスケットボーノレ，ノミレーボー
間

ノレ，卓球，庭球，バドミントン，水泳，水球，飛込，陸上競技，体操，重量挙，フェンシン

グ， レスリング(グレコローマン，フリースタイノレと中国式)，射撃， アーチェリー， 自転車，オー

トバイ，落下傘降下，無線，航海模型，航空模型であり，エキジピションとして武術が行なわ

れた。
側j

競技結果

iChina's SportsJには陸上競技，水泳，体操，重量挙については1位から3位までの成績

しかのせていないので，それによって順位をつけると，

陸上競技一男子 1位上海， 2位解放軍， 3位河北省。女子 1位北京， 2位山東省， 3位

解放軍。

水泳一男子 1位広東省， 2位上海， 3位解放軍。女子 1位広東省， 2位上海， 3位河北

省。

重量挙-1位解放軍， 2位河北省， 3位湖南省。

体操一男子 1位上海， 2位解放軍， 3位広東省。女子 1位甘粛省， 2位広西省， 3位雲

南省。

アーチェリ一一男子 1位山東省， 2位青海省， 3位西蔵自治区。女子 1位解放軍， 2位

内蒙古自治区。女子 I位解放軍， 2位内蒙古自治区， 3位上海。

射撃一男子 1位解放軍， 2位上海， 3位河北省。女子 1位遼寧省， 2位解放軍， 3位雲

南省。

球技 卓球一男子 1位上海， 2位北京， 3位湖北省。女子 1位上海， 2位四川省， 3位

広東省。バドミントン一男子 1位福建省， 2位広東省， 3位湖南省。女子 1位湖北省， 2 

位広東省， 3位福建省。バスケットボールー男子 1位北京， 2位新彊省， 3位甘粛省。女子

1位解放軍， 2位湖北省， 3位甘粛省。バレーボール一男子 1位北京， 2位上海， 3位広東

省。女子 1位新彊省， 2位遼寧省， 3位山東省。サッカ一一1位河北省， 2位上海， 3位解

放軍。
間
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となっており，古くからスポーツの盛んな地域が強さを発揮していたが，一部の種目について

はかつてはスポーツなど考えられなかった西蔵，内蒙古，甘粛省などが拾頭して来ている。

第3回全国運動会

第3回全国運動会は1975年9月12日'"'-'28日に北京で開催され，台湾省を含む省，特別市，自

治区，解放軍の31単位から 1万余人が参加した。

今大会の競技種目は28種でその内訳けは陸上競技，水泳，サッカー，パスケットボール，バ

レーボール，庭球，卓球，バドミントン，野球，ソフトボール，ハンドボール， 体操， 重量

挙，フェンシング，射撃，アーチェリー，武術，自転車，スキー，スピードスケート，フィギ

ュアスケート，ボート，中国相撲，将棋類(チェス，囲碁，中国将棋)，自転車，飛込，航空模

型，技巧運動，となっており，その他にエキジピションとして馬術，落下傘降下，航海模型が

あり，また，児童，少年の8種目の競技が行なわれた。
同

第3回大会になって中華民国時代を含めて実施されていなかった冬季種目のスキー，スケー

トが種目として取りあげられ，全国運動会種目として冬季に競技が行なわれた。

競技結果については rChina'sSportsJは文化大革命によって停刊中であり， r新体育J，

「体育報」も1966年'"'-'75年は停刊，海外発送停止がたびたび行なわれたので，第3回全国運動

会の記録は入手出来なかった。

第4回全国運動会

第4回全国運動会は1979年9月15日'"'-'30日に北京で開催された。参加単位は台湾省を含む

省，特別市，自治区，解放軍の31単位で，競技種目は34種目，参加者は15，144人であった。こ

の15，144人という数は， 2月から 8月にかけて行なわれた地区予選参加者7，475人，北京以外

の都市で決勝の行なわれた10種目の参加者3，890人と北京で決勝の行なわれた21種目の参加者

3， 779人の合計である。
倒

競技種目は，陸上競技，水泳，水球，飛込，ボート，重量挙，体操，巧技，射撃，アーチェ

リー，自転車，サッカー，バスケットボーノレ，バレーボール，卓球，庭球，パドミントン，野

球， ソフトボール，フェンシング， レスリング，武術，棋類(囲碁，チェス，中国将棋)，スピー

ドスケート，フィギュアスケート，アイスホッケー，スキー，オートパイ，モーターボート，

落下傘降下，航空模型，航海模型，潜水，となっている。

北京以外で、決勝の行なわれた種目は，

スキー 2月15日'"'-'20目黒竜江省尚志県。

スピードスケート 3月4日'"'-'9日新彊ウイグル自治区ウノレムチ。

ハンドボール 7月15日'"'-'20日河北省保定。

航空模型 7月20日'"'-'8月10日四川省成都。
凶
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モーターボート 8月19日-----27日山東省青島。

レスリング 9月7日-----17日河北省保定。

潜水 9月10日-----14日湖南省長沙。

庭球 9月15日-----26日上海。

卓球 9月15日-----26日天津。

武術 9月16日-----27日河北省石家荘。

ボート 5月5日-----12日新江省杭州。

種目の一部を北京以外で実施したのは，男子パレーポール 8月1日-----12日新彊ウイグル自治

区ウルムチ，自転車ロードレース 7月5日-----13日太原，マラソン内蒙古ホホフトである。

競技結果

各競技の 1-----3位入賞の多いチームは

チ 一 ム 2 3 位

解 放 軍 50 42 46 

北 尽 市 44 42 53 

広 東 省 44 41 39 

黒竜江省 38 52 32 

上 海 市 36 32 33 

τ口七 林 省 30 21 31 

遼 寧 省 28 28 16 

山 西 省、 21 18 16 

山 東 省 21 14 12 

7工 蘇 省 19 20 34 

(;~ 

となっており，黒竜江省，吉林省の上位進出はそれぞれスキー，スケートで他のチームをよせ

っけない圧倒的強さのためで、あり，広東省は水泳，飛込，水球，ボートの活躍によってであ

る。

3位までの入賞者数により種目別の順位をつけると，

陸上競技一男子 1位北京， 2位広東省， 3位広西省。女子 1位新江省， 2位広東省， 3 

位河北省。

水泳一男子 1位解放軍， 2位広西省， 3位天津。女子 1位解放軍， 2位広西省， 3位上

海。

水球一1位広西省， 2位広東省， 3位上海。

飛込一男子 1位広東省， 2位湖北省， 3位遼寧省。女子 1位広東省， 2位上海， 3位河

北省。
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スキー一男子 1位黒竜江省， 2位吉林省， 3位解放軍。女子 1位黒竜江省， 2位解放

軍， 3位吉林省。

スピードスケート一男子 1位吉林省， 2位黒竜江省， 3位遼寧省。女子 1位黒竜江省，

2位吉林省， 3位佳木斯。

ボート一男子 1位湖北省， 2位解放軍， 3位広東省。女子 1位上海， 2位湖北省， 3位

広東省。

重量挙一1位天津， 2位江蘇省， 3位湖北省o

F射撃一男子 1位解放軍， 2位北京， 3位険西省。女子 1位内蒙古， 2位天津， 3位遼寧

省。

アーチェリ一一男子 1位山西省， 2位山東省， 3位新彊ウイグル自治区。女子 1位遼寧

省， 2位青海省， 3位上海。

サッカー-1位山東省， 2位北京， 3位広東省。

パスケットボール一男子 1位解放軍， 2位湖北省， 3位広東省。女子 1位北京， 2位遼

寧省， 3位解放軍。

パレーボール一男子 1位江蘇省， 2位解放軍， 3位福建省。女子 1位四川省， 2位江蘇

省， 3位上海。

ハンドボール一男子 1位解放軍， 2位広西省， 3位北京。女子 1位上海， 2位安徽省，

3位北京。

野球-1位北京， 2位天津， 3位解放軍。

ソフトボール-1位北京， 2位上海， 3位天津。

卓球一男子-1位遼寧省， 2位湖南省， 3位北京。女子 1位解放軍， 2位河北省， 3位天

津。

庭球一男子 1位上海， 2位北京， 3位天津。女子 1位北京， 2位上海， 3位湖北省。

バドミントン一男子 1位江蘇省， 2位福建省， 3位広東省。女子 1位上海， 2位福建

省， 3位遼寧省。

体操一男子 1位江蘇省， 2位広東省， 3位北京。女子 1位解放軍， 2位新江省， 3位湖

南省。
同

等となっている。

注 側 「新体育J1958年13期，人民体育出版社， 32'"'-'33頁。

倒前掲倒書， 1959年18期， 3頁。

(33) rChina's SportsJ 1959年 No.5号， China's Sports社， p. p. 8 '"'-'14， p. 23
0 
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担4)前掲(お)書， p. p. 8 ""14。

倒前掲倒書， 1965年 No.11""12号， p.6。

倒 「体育報J745期， 1965年3月22日，体育報社， 1頁。
間前掲倒書， p. p. 62""67。

(お) 前掲担1)書， 1975年3月号， 33頁。

倒前掲側書， 1732期， 1979年3月9日， 1頁。

側前掲担1)書， 1979年4月号，グラビア頁。

凶前掲凶)書， 1734期， 1979年3月14日， 1頁。

幽前掲倒書， 1790期， 1979年7月23日， 1頁。

凶前掲倒書， 1779期， 1979年6月27日， 4頁。

凶前掲倒書， 1806期， 1979年8月29日， 4頁。

凶凶附前掲聞書， 1809期， 1979年9月5日， 1頁。

凶) 前掲(調書， 1753期， 1979年4月27日， 1頁。

倒前掲倒書，増刊， 1979年9月28日， 1頁。

側前掲担1)書， 1979年10月号，グラビア頁。

(51) 前掲側書， 1819期， 1979年9月29日， 4頁。

倒前掲倒書， 1727期， 1979年2月26日， 1734期ー3月14日， 1761期-5月16日， 1788期-7月18

日， 1791期-7月25日， 1821期-10月3日， 1822期-10月5日， 1823期-10月8日， 1827期ー10

月17日， 1831期-10月初日。

5. 全国運動会の中国スポーツ界への功績

20世紀の始めにおいて世界のスポーツのレベルから見ればまったくのスポーツ後進国であっ

た中国が1970年代にはアジアで最強であった日本を抜きさり，卓球，バドミントン，飛込では

世界の最高水準に達し， 2000年には世界スポーツ界の最高峯に到達するという第4回全国運動

会 (1979年〉のスローガンの達成に向って著々と歩を進めている。この中国のスポーツの発展

に全国運動会が何らかの形で寄与していることはたしかである。

省，市を代表して出場する選手は他の地区の選手には敗けたくないとして技術の向上に励ん

だであろうし，陸上競技，水泳においては記録の向上に努めたで、あろう。また，回を追って競

技種目が増加していったことは競技人口=スポーツ人口の増加を示しているのである。

全国運動会が中国スポーツ界に功績をもたらしたことは間違いのないことであるが，明らか

な点をいくつかあげてみる。

1.中国人競技役員の養成

第1回全国運動会(全国学校区分隊第一次体育同盟会一清・宣統2年""1910年)，第2回全国運動

会(民国3年一1914年〉はその企画の立案並びに運営はY.M.C.A.の手によって行なわれ，競

技役員も総てY.M.C. A.関係の外国人であった。そのため，競技会要項，プログラムも英文

であった。
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民国8年(1919年〉に始まった五・四運動はそのスローガンの中に「中国是中国人的中国」

というのがあり各界でこれらのスローガンを実施していったが，スポーツ界も競技役員を中国

人で充当する方針を実施していき，第3回全国運動会〈民国13年一1924年〉からは水泳と野球を

除く全役員が中国人となった。

五・四運動という中国化運動があったにしても，全国運動会を実施していなかったら短期間

に中国人の競技役員を大量に養成出来たであろうか。

2.施設の充実

全国運動会を開催するとなると施設がなくてはならない。そのため全国運動会の開催地とな

った都市は競技場などの施設を完備しなくてはならなかった。このことはとりもなおさず全国

運動会の開催によって中国の体育施設が充実されていったのである。

民国24年(1935年〉に公布された「全園運動大曾皐行緋法」により首都と各省市の適当な地

と交互開催となり，首都以外の都市は体育施設の完備した所と定められたので，全国運動会の

開催地は体育施設を整備しなくてはならなかった。

民国22年(1933年〉の第5回開催地の南京は143万余元で施設を整備しているし，民国24年
制

(1935年〉の第6回の開催地の上海は 100万元で体育施設を整備している。また，中華人民共
同

和国は1979年の第4回全国運動会にそなえて主競技場の北京の工人体育場を全天候型に改良し

ている。

3.競技人口の増加

全国運動会は第3回までは地区対抗であり，第4回から中華人民共和国の第4固まで省・市

・特別区〈特別区は中華人民共和国成立以後〉を参加単位としており，競技種目も第1回4，第2

回6，第3回7，第4回男子7，女子4，第5回，第6回男子8，女子6，第7回男子11，女

子8と回を追うごとに増加していっている。中華人民共和国になると第1回32，第2回22，第

3回28，第4回33と中華民国時代に比較して急激に競技種目が増加していっている。

上位進出を目指すには全種目に出場しなくてはならず，また，他省・他市に勝つために多く

の種目に出場しなくてはならない。前回不出場の種目にも次回は出場するとし、う方針をとった

省，市が多かった。そのため競技人口は必然的に増加していったのである。

4.記録の向上

全国運動会は開催のたびに中国新記録，世界新記録が出ている。記録の明らかなものについ

て書くと，第5田中国新記録8，第6回中国新記録19，第7田中国新記録14，中華人民共和国
制 伺

第1回世界新記録4，中国新記録吟第2回世界新記録10，中国新記録肌第3回世界新記
同

録3，中国新記録g，第4回世界新記録5，中国新立録102となっている。これを見ても全国
帥

運動会を目標として記録の向上をはかつていることがわかる。
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メートル制を採用した民国13年(1924年〉の第3回〈女子は第5回)，民国37年(1948年)，中華

人民共和国の第2回 (1965年)，第4回(1979年〉の陸上競技と水泳の記録を比較すると〈種目は

各回ともに実施したもの)，

i云~I 1924年 1948年 1965年 1979年

100M 12秒0 10秒8 10秒4 10秒53

200M 24秒 2 22秒9 21秒 4 21秒42

400恥f 57秒 6 52秒 2 48秒4 47秒94

800M 2分16秒0 2分03秒0 1分52秒 7 l分51秒 7
陸

1，500M 4分47秒 2 4分23秒2 3分49秒 5 3分54秒 7
男 5，000M 18分22秒4 14分28秒9 14分00秒 8

10，000M 34分11秒6 30分37秒 2 29分25秒 7

110M障害 17秒6 16秒 3 13秒9 14秒15

10 種競技 4，053点 4，989点 6，366点 7，258，点

400Mリレー 44秒 6 41秒 1 41秒03
上 1，600M リレー 4分01秒。 3分46秒0 3分13秒O 3分13秒 7

走 高 回k 1 M72 1 M80 2M15 2M16 

子 走 幅 回t 6M25 6M47 7M40 7M75 

一 段 回t 12M43 14M01 16M41 16M62 

棒 高 ]Èj~ 3M25 3M52 4M70 5M20 

円 盤 投 31M52 41M13 51M88 56M50 
競

砲 丸 投 12M62 12M72 16M82 17M18 

槍 投 43お187 47M56 69M61 80M48 

100M 13秒 8 13秒4 11秒 7 12秒02

200M 28秒7 24秒 3 24秒67

女 400Mリレー 55秒7 47秒 1 46秒59

技 走 局 慰t 1乱128 1 M40 1 M77 1 M85 

走 幅 国t 4M79 4M83 6M28 6M31 

子
砲 丸 投 10M35 10M97 16M37 16M69 

円 盤 投 28M66 30M05 54M29 58M58 

槍 投 27M84 49M33 55M92 

比五¥と| 1924年 1948年 1965年 1979年

100M自由形 1分33秒 8 1分03秒O 54秒3 53秒94

男 400M自由形 8分45秒4 5分44秒6 4分31秒 O 4分14秒76

水 1， 500M自由形 39分45秒。 23分02秒。 18分17秒 2 16分53秒23

100M 背泳 1分16秒9 1分06秒 5 1分01秒05

200M 平泳 3分06秒 9 2分32秒 5 2分25秒98

子 200Mリレー 2分25秒0 1分57秒 1

800Mリレー 11分04秒 3 8分37秒3 8分05秒75

100M自由形 (1933 秒年) 1分20秒6 1分05秒9 1分01秒13
1分33f'T3 

泳 女 400M自由形 7分16秒 3 5分17秒6 4分34秒82

子
100M 背泳 l分45秒2 1分37秒 4 1分17秒6 1分08秒45

200M 平泳 3分41秒 1 3分43秒 5 3分01秒 9 2分45秒74

事。
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(中華民国時代と中華人民共和国になってからとでは陸上競技，水泳ともに競

技種目にかなりの違いがあるので各国ともに実施した種目のみに留めた。水泳

のパタフライは戦後の種目なので1950年以前には無い，また，女子リレーは距

離が異なるので、省いた。〉

表でもわかるように回を追うごとに記録は向上していっている。

全国運動会を実施するために中国人の競技役員を養成し，会場となった都市の施設が充実さ

回を追って記録が向上また，れており，種目の増加につれて各地の競技人口は増加してゆき，

していったことなどからして全国運動会の中国スポーツ界への功績は多大なものがあったと言

えるだろう。

ベースボールマガジン社， 102頁。

前掲(4)書， 139頁。

前掲(4)書， 142頁。

前掲(2)書， 134頁。

前掲(4)書， 215頁。

前掲凶書， 1959年19期30頁。

前掲出)。

「スポーツマガジンJ7巻1号(昭和55年2月)，

前掲倒。

前掲(2)書， 218""'227頁，前掲倒。
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中国において全国的競技会の開催されたのは清・宣統2年(1910年〉の「全国学校区分隊第

この競技会は地区対抗の形式を採ったが参加者は僅かに140人であ一次体育同盟会」である。

この競技会は中華民国になると第1回全国運動会と称することになった。っTこ。

辛亥革命によって清が倒れ中華民国が成立すると民国3年(1914年〉に第2回全国運動会が

この大会も地区対抗の形式で行なわれた。第1回，第2回の大会はヤード制で競開催された。

技が行なわれ，競技役員は総て外国人でありプログラムも英文であった。

サッカー，庭球の4種目であり，第2回競技種目は第1回が陸上競技，バスケットボール，

にはバレーボールと野球が加わって 6種目となった。

南北の対中華民国が成立したとは言うものの政情は不安定であり，第2草命，第3革命，

立，軍関の抗争が続き国民政府により中国がほぼ統一されたのは民国17年(1928年〉である。

国内が一応安定したのもつかのまであり， 1931年からは日本の中国侵略が始まり， 1937年には

これが太平洋戦争へと発展していった。太平洋戦争は1945年に日本の敗戦

日本の占領地域の確保をめぐって国民党と中国共産党の聞に争いが起こっ
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日中戦争が起こり，

により終結したが，
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た。米国の調停により一時は小康状態となったが， 1947年には国共の内戦となった。内戦に敗

れた国民政府は1949年に台湾省へ移転した。

このような政治状勢であったので全国運動会も定期的に開催することは不可能であった。民

国24年(1935年〉公布の「全園運動大曾奉行排法」で2年ごとに首都と他の都市で交互に開催

すると定めていたが実施は困難であった。

中華民国時代には民国3年(1914年〉に第2回，民国13年(1924年〉に第3回，民国19年(19

30年〉に第4回，民国22年(1933年〉に第5回，民国24年(1935年〉に第6回，民国37年(1948

年〉に第7回が開催されている。

湖北省武昌で開催の第3回からは米制を採用したが，未だ地区対抗の形式であった。第3回

からは運営は中国人が行なうことになり，競技役員も一部の種目を除いて総て中国人となっ

た。競技種目に水泳が加わって7種目となり，女子の球技のエキジピションも行なわれた。参

加人員は340余人であり，総合成績の 1位は華北であった。

第4回大会は政情の不安から第3回大会の6年後の民国19年(1930年)4月に漸江省杭州で

開催された。第4回からは参加単位が省・特別市・華僑団体となり，第4回には14省， 5特別

市， 1特別区， 2華僑の22単位が参加した。第4回からは新たに女子の陸上競技，バスケット

ボール，バレーボール，庭球の 4種目が加わり，参加人員は男子 1，163人， 女子464人の計

1，627人であった。各種目の優勝は陸上競技男子遼寧省，女子広東省，バスケットボール男子

天津，女子北平，パレーボール男子広東省，女子天津，庭球男子広東省，女子天津，サッカー

上海，水泳，野球香港であった。

第5回大会は民国22年(1933年)10月に南京で開催され， 22省， 4特別市， 3華僑団体の

29単位から男子1，542人，女子706人，計2，248人であった。競技種目に男女の国術〈武術〉と

女子の水泳，ソフトボールが加わった。総合優勝は上海であった。第5回大会の総経費は

195，800元であった。

第6回大会は民国24年(1935年)10月に上海で開催され， 23省， 5特別市， 4特別区， 6華

僑団体の38単位から2700名が参加した。第6回から陸上競技の採点法がトラック， フィール

ド，全能 (5種競技， 10種競技〉と分けて行なうことになった。競技種目は第5回と同じであっ

たが，エキジピションとして 5種目が行なわれた。総合優勝は男女共上海であり，総合2位は

男女共に広東省であった。

第7回大会は規定に従って民国26年(1937年〉秋に南京で開催と決定されていたが，民国26

年7月7日に日中戦争が始まりそれが太平洋戦争に発展したために競技会の開催は不可能にな

ってしまった。第7回大会は太平洋戦争が終結し，国民政府軍が軍事的に共産党軍を圧倒して

いた民国37年5月に上海で開催され， 32省， 12特別市， 9華僑団体，陸・海・空軍，聯勤，警
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察の58単位(中国の省は25であるが，日本占領時代東北地方を12省に分割したのでそれによれば34省と

なる〉から 3，000余人が参加した。競技種目は大幅に増加して男子12種目，女子9種目となり

エキジピションとして野球，国術等9種目が行なわれた。

総合得点は男子1位香港， 2位マレー華僑，女子1位香港， 2位台湾省であり，男女ともに

台湾省の活躍が目立ち，また，総合得点の上位に入ったのは戦争の被害の比較的少ない地方で

あった。

1949年に成立した中華人民共和国は1958年公布の「中華人民共和国運動競費制度〈修訂草案)J

で総合競技会を4年に1回開催すると定めている。この規定に従って第1回の全国運動会を

1959年に開催したが，第2回は3年続きの凶作による経済不安から1965年に延期された。 1966

年に文化大革命が始まり政情不安が続いたために第3回は1975年となった。その後は規定通り

に第4回が1979年，第5回が1983年の開催となっている。

第1回全国運動会は1959年9月に北京で開催され， 24省， 2特別市， 2自治区，解放軍の29

単位から10，658名が参加した。競技種目は42種目で，解放軍と大都市が活躍した。

第2回全国運動会は1965年9月に北京で開催され，前回と同じ29単位から 5，922人〈内女子

2，011人〉が参加した。競技種目は22種目で，古くからスポーツの盛んな地域が強さを発揮し

ていたが，一部の種目ではかつてスポーツなど考えられなかった西蔵，内蒙古，甘粛省などが

拾頭して来た。

第3回全国運動会は1966年から始まった文化大草命のために第2回から10年後の1975年9月

に北京で開催され，台湾省を含む省，特別市，自治区，解放軍の31単位から 1万余人が参加し

た。競技種目は28種目で全国運動会に始めてスキー，スケートが競技種目として加えられた。

第4回全国運動会は1979年9月に北京で開催され，前回と同じ台湾省を含む31単位から

15， 144人が参加した。(15，144人は地区予選参加者7，475人，北京以外の都市で決勝の行なわれた種目

の参加者3，890人，北京で決勝の行なわれた種目の参加者3，779人の合計である。〉競技種目は34種目

で， 1. 2・3位の入賞者の多かったのは，解放軍，北京，広東省，黒竜江省，上海，吉林省

である。黒竜江省と吉林省の上位進出はスキー，スケートで他をよせっけない圧倒的の強さを

示したためである。

全国運動会は中国の政治状勢のために第1回の開催された1910年から1983年までの73年間に

12固という開催にすぎなかったが，回を追うごとに記録は向上し，種目の増加につれて競技人

口は増加しており，かつてはスポーツなど考えられなかった地域からも選手を輩出するように

なった。また，全国運動会にそなえて体育施設も充実していっているので，全国運動会は中国

のスポーツの発展に大きく寄与していると言えるであろう。

〈昭和58年5丹19日〉
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